
高砂市
人権教育及び啓発に関する

基本計画
概要版

個人が尊重し合い、誰もが安心して、
自分らしく暮らすことができるまち
個人が尊重し合い、誰もが安心して、
自分らしく暮らすことができるまち

基本
理念

計画期間：2026（令和８）年度～2030（令和12）年度

人権とは？ 　すべての人が幸福に生きるために欠かせない、生まれながらにして持って

いる権利であり、その重要性は社会の変化とともに一層増しています。

　本市は、年齢、性別、障がい、出身、文化の違いに関わらず、誰もが安心して

自分らしく生き、互いを尊重し合えるまちをめざします。



調査結果からみる高砂市民の人権意識調査結果からみる高砂市民の人権意識
市民向けに実施したアンケートから３つご紹介！

高砂市が取り組むべき４つの課題高砂市が取り組むべき４つの課題
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調査結果の詳細はこちらから

　約４割の人が「そう思う」と答えており、

前回調査時（約３割）よりも人権が尊重さ

れていると感じる人が増えています。

　人権を身近に感じる人は約３割で、若

い人（39歳以下）のほうが人権を身近に

感じている傾向がみられます。

　「インターネット」に関する人権問題へ

の関心が高まっており、国や兵庫県におい

ても最も関心の高い項目となっています。
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人権教育・啓発に関する横断的な施策の推進人権教育・啓発に関する横断的な施策の推進

身近な人権課題への取組身近な人権課題への取組

謗中傷などの人権侵害

３

あらゆる場における教育・啓発

市職員及び教職員に

対する研修の実施
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本市では、以下の人権課題に対し、個人が尊重し合い、誰もが安心して、自分らしく暮らすことができるまちの実現をめざします。

人権問題と深い関わりを持つ職業従事者に対する人権教育の推進

家庭
人権意識の土台づくり 共生の心の育成

学校・園
温かい共生社会 働きやすい職場環境

地域 企業等
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基本目標基本目標
計画書本編はこちらから

施策や取組の推進にあたっての連携強化施策や取組の推進にあたっての連携強化

人権教育

　施策や取組の推進にあたっては、市内外の人権に関わる機関等との連携を図るとともに、人権尊重のより広範な普及をめざし、

各種関係団体とも連携していきます。

国 兵庫県
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　すべての市民が、生涯にわたり人権を学び、理解を

深めることができる環境を整えます。幼少期から高齢

期まで、ライフステージに応じた学びを促進し、人権

尊重の心を育みます。

人権啓発

　人権を日々の暮らしの中にある「身近な問題」とし

て捉えられるよう、多様な手法で啓発を行います。行

政、地域、企業が連携し、課題解消に向けた総合的な

体制を築きます。
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